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～福岡女子大学のこれまでとこれから～

□ 福岡県女子専門学校
　 第26回（昭和26年）卒業生座談会
　 「あらゆることが新鮮で、
　　　刺激的だった女専時代」
□ 学長インタビュー
　  「100周年に向けた教育改革
　 ～多様性を学び、教育で一流の大学へ～」

伝統を守り、革新に挑む。
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福岡女子大学全景（2017年）

女専時代の校門周辺の様子 女専時代のアルバムより（昭和初期）

女専校舎全景（昭和初期、須崎周辺）

今昔、福岡女子大学。
～100周年へのあゆみ～
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伝統を守り、革新に挑む。～福岡女子大学のこれまでとこれから～

FWU NEWS

INFORMATION

・2017夏のオープンキャンパス　・広報担当レポート／学生広報サポーターレポート
11-12  events

02

03-04

05-08

09-10

・2017年秋季出発交換留学出発式　・EAT2017プログラム／EAT2017参加学生レポート
・WJC自主研究発表会および2017年度春学期WJC閉講式／WJC留学生インタビュー　
・CASEUF国際教育サマープログラム

13-14  international

・キャンパス完全禁煙宣言　・「福岡女子大学 国際化推進基金」ご寄附へのお礼とお願い

・学び直し大学院プログラム第3期　・生涯学習カレッジ2017　・第二回福岡女子大学薪能
・2017年度福岡女子大学アートマネジメントアドバンス講座　・国連講演会　・第25回香住丘校区夏まつり

・福岡女子大学94年のあゆみ
・福岡県女子専門学校 第26回（昭和26年）卒業生座談会
・学長インタビュー　
・国際文理学部へ改組以降の改革／創立100周年事業とその後の構想

15-16 outreach

・日本繊維製品消費科学会 学会賞論文賞受賞　・第30回初心者のための九州フランス語コンクール入賞　
・読売女流書法展 「秀逸」受賞
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九州北部豪雨被災地支援ボランティア参加と募金活動

特集

7月5日（水）からの九州北部地方におけ

る断続的な大雨により、甚大な被害を受

けられた方々への支援のために、本学学

生３名が福岡県及び関係団体等が行っ

ている「平成29年九州北部豪雨被災地

支援ボランティア」に参加しました。現地

では被災家屋から使用できなくなった

家財や土砂の搬出作業を担当し、被災

地の現状を間近に見て、学生たちも継

続的な支援の必要性を実感しました。

また、学生・教職員による学内での募金

活動も行っており、8月2日（水）には、Ｊ

Ｒ香椎駅前広場で学外募金活動を実施

しました。学生・教職員が集めた募金は、

福岡県を経由し、被災地に届ける予定で

す。募金活動に協力してくださった皆さ

まにお礼申し上げます。

九州北部豪雨被災地支援ボランティア参加と募金活動の実施

学外募金活動（JR香椎駅前にて）

学内募金活動

学外募金活動（JR香椎駅前にて）

学内募金活動（Nanの木にて）

伝統を守り、革新に挑む。
～福岡女子大学のこれまでとこれから～

福岡女子大学は 1923 年、

日本初の公立女子専門学校として創立し、

戦前戦後の激動の時代の中、

女子教育のパイオニアとして多くの女性リーダーを

輩出してきました。

2011年、グローバル化に向けて組織を一新。

１学部３学科の国際文理学部に改組し、

文理統合教育、全寮制、実践的な英語教育など、

新たな時代に合わせた大学改革に取り組んでいます。
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つ
く
し
み
か
い

●
福
岡
女
子
大
学
94
年
の
あ
ゆ
み

・ 
4
月
17
日
、日
本
初
の
公
立
女
専
、

  
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
開
校

 

関
東
大
震
災

・ 

福
岡
県
女
子
専
門
学
校
と
改
称

 

大
正
天
皇
崩
御
、元
号
を
昭
和
に
改
元

・ 

女
専
卒
業
生
同
窓
会「
筑
紫
海
会
」発
会

・ 

須
崎
校
舎
が
講
堂
、体
育
館
を
残
し
全
焼

 

太
平
洋
戦
争
開
戦

・ 

6
月
19
日
の
福
岡
空
襲
で
校
舎
全
焼

・ 

4
月
、国
語
科
、数
学
科
、生
活
科
の
設
置

・ 

学
校
、在
学
生
、同
窓
生
一
体
の
昇
格
運
動

・ 

4
月
、福
岡
女
子
大
学
開
学　

・ 

旧
制
香
椎
中
学
あ
と
に
移
転

　
香
椎
新
学
舎
第
一
年
度
分
完
成

・ 

11
月
7
日
、香
椎(

香
住
ヶ
丘)

移
転
完
了

・ 

文
学
部
と
家
政
学
部
の
2
学
部
体
制
に

 

昭
和
天
皇
崩
御
、元
号
を
平
成
に
改
元

・ 

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

・ 

家
政
学
部
を
人
間
環
境
学
部
に
改
組

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災 

／ 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

・ 

大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻

　

博
士
後
期
課
程
を
設
置

・ 

大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
を
設
置

・ 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学
へ

・ 

国
際
文
理
学
部

　
（
国
際
教
養
学
科
、環
境
科
学
科
、食
・
健
康
学
科
）
開
設

 

東
日
本
大
震
災

・ 

新
キ
ャ
ン
パ
ス(

第
一
期
工
事)

完
成

・ 

大
学
院 

人
文
社
会
科
学
研
究
科
修
士
課
程

　

人
間
環
境
科
学
研
究
科
修
士
課
程
を
設
置

・ 

新
キ
ャ
ン
パ
ス（
第
二
期
工
事
）完
成

 

熊
本
地
震

・ 

大
学
院 

博
士
後
期
課
程
開
設

　
新
キ
ャ
ン
パ
ス（
第
三
期
工
事
）完
成

大
正
12
年

大
正
14
年

大
正
15
年

昭
和
２
年

昭
和
12
年

昭
和
16
年

昭
和
20
年

昭
和
21
年

昭
和
22
年

昭
和
25
年

昭
和
26
年

昭
和
28
年

昭
和
29
年

昭
和
64
年

平
成
5
年

平
成
7
年

平
成
9
年

平
成
12
年

平
成
18
年

平
成
23
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

（
1
9
2
3
年
）

（
1
9
2
5
年
）

（
1
9
2
6
年
）

（
1
9
2
7
年
）

（
1
9
3
7
年
）

（
1
9
4
1
年
）

（
1
9
4
5
年
）

（
1
9
4
6
年
）

（
1
9
4
7
年
）

（
1
9
5
0
年
）

（
1
9
5
1
年
）

（
1
9
5
3
年
）

（
1
9
5
4
年
）

（
1
9
8
9
年
）

（
1
9
9
3
年
）

（
1
9
9
5
年
）

（
1
9
9
7
年
）

（
2
0
0
0
年
）

（
2
0
0
6
年
）

（
2
0
1
1
年
）

（
2
0
1
4
年
）

（
2
0
1
5
年
）

（
2
0
1
6
年
）

（
2
0
1
7
年
）
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浅山 悦子さん
中国・天津市出身 

女専卒業後は地元百貨店に就職。クラス委員を
務めるなど同窓会活動に尽力

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

新
鮮
で
、

刺
激
的
だ
っ
た

女
専
時
代

甲斐 悦江さん
福岡県福岡市出身

女専卒業後は放送局へ。現在もボランティアや
女性団体の活動に携わる

瓜生 桂子さん
福岡県福岡市出身 

女専から福岡女子大学を経て英語教師に。著書に
「豆つぶ先生の放課後」等

特集

伝
統
を
守
り
、革
新
に
挑
む
。

福
岡
女
子
大
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

福岡県女子専門学校
第26回（昭和26年）
卒業生座談会

昭
和
23
年
に
福
岡
県
女
子
専
門
学
校

（
以
下
、女
専
）の
生
活
科
に
入
学
。

戦
後
の
混
乱
期
に
本
学
で
学
ば
れ
た

卒
業
生
３
名
の
方
に
お
集
り
い
た
だ
き
、

当
時
の
教
育
の
様
子
や
思
い
出
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創刊1 号記念

バ
ザ
ー
で
使
う

調
味
料
を
調
達
に
闇
市
へ

敗
戦
が
も
た
ら
し
た

「
真
実
」へ
の
探
究
心

　
　

最
初
に
、
女
専
に
進
学
さ
れ
た
理
由

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

瓜
生　

敗
戦
で
世
の
中
の
価
値
観
が
大

き
く
変
わ
り
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
自
分
で
し
っ
か
り

確
か
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
て
ね
。そ
ん
な
探
究
心
か
ら
女
専
へ
の

進
学
を
決
め
ま
し
た
。

甲
斐　

私
は
６
歳
上
に
姉
が
い
ま
す
が
、

姉
た
ち
の
時
代
は
、
女
学
校
を
卒
業
し

た
ら
良
妻
賢
母
に
な
る
た
め
の
い
わ
ゆ

る
花
嫁
学
校
し
か
行
く
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
は
行
き
た
く

な
か
っ
た
し
、
私
も
真
実
を
知
り
た
い

気
持
ち
が
あ
っ
て
女
専
に
進
ん
だ
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

m e m o r y

　
　

女
子
大
へ
の
「
昇
格
運
動
」
に
は
関

わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

甲
斐　

私
た
ち
は
１
年
生
で
し
た
か
ら
、

運
動
と
言
う
ほ
ど
の
働
き
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
で
も
バ
ザ
ー
は
参
加
し
ま
し
た
ね
。

浅
山　

授
業
料
の
値
上
げ
に
反
対
し
て
、

ス
ト
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

授
業
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
。

甲
斐　

街
頭
で
署
名
活
動
も
し
ま
し
た
よ
。

浅
山　

当
時
、文
科（
国
語
科
）
の
３
年
生

に
演
説
が
と
て
も
上
手
な
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
ね
。人
を
惹
き
付
け
る
よ
う
な
話
し

方
で
、
女
専
で
学
べ
ば
あ
ん
な
物
言
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

瓜
生　

当
時
は
そ
ん
な
一
つ
ひ
と
つ
の
体

験
が
感
動
で
し
た
よ
ね
。

甲
斐　

そ
う
ね
。
私
は
の
ち
に
九
大
の
教

授
に
な
ら
れ
た
具
島
兼
三
郎
先
生
の
講
話

後
、
障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、
今
は
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
自
分

が
生
か
さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
様
々

な
関
わ
り
の
中
で
培
う
も
の
が
あ
る
か

ら
、
ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
、
人
と
し

て
の
思
い
は
貫
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

卒
業
後
は
進
学
、就
職
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

　
　

働
く
女
性
も
増
え
た
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
卒
業
後
は
ど
の
よ
う
な
道
に

進
ま
れ
た
の
で
す
か
。

瓜
生 

私
は
女
専
を
卒
業
後
、
女
子
大
の

２
年
生
に
編
入
し
、
さ
ら
に
３
年
間
本
学

で
学
び
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
英
語
教

師
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
進
出
な
ど
と

い
う
意
識
は
な
く
て
、
生
き
て
い
く
た
め

に
教
師
の
道
を
選
ん
だ
感
じ
で
し
た
。

浅
山　

で
も
、
時
代
は
女
性
が
働
く
こ
と

を
望
ん
で
い
た
み
た
い
で
し
た
ね
。
私
は

岩
田
屋
百
貨
店
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
本

学
の
先
輩
方
も
た
く
さ
ん
勤
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

甲
斐　

私
は
民
間
の
放
送
局
（
現
R
K
B

毎
日
放
送
）
に
就
職
し
、
女
性
や
子
ど
も

向
け
の
番
組
制
作
に
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
10
年
勤
め
て
辞
め
ま
し
た
が
、
そ
の

浅
山　

甲
斐
さ
ん
と
バ
ザ
ー
の
料
理
に
使

う
塩
を
買
い
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
当

時
、
塩
は
国
の
専
売
事
業
で
し
た
か
ら
調

達
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
。

甲
斐　

天
神
に
あ
っ
た
闇
市
に
買
い
に
行

き
ま
し
た
よ
ね
。い
り
こ
も
な
い
と
き
で
、

う
ど
ん
の
ダ
シ
を
豚
の
骨
で
と
っ
て
ね
。

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
で
し
ょ
（
笑
）。

浅
山　

コ
ー
ラ
ス
に
も
参
加
し
ま
し
た
ね
。

甲
斐　

大
学
の
昇
格
が
決
ま
っ
て
、
祝
賀

演
奏
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
作
曲
家
の
宮

城
道
雄
さ
ん
が
、
昇
格
を
祝
い
特
別
に
作

曲
さ
れ
た
「
う
て
や
太
鼓
」
と
い
う
曲
を

み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。

を
聞
い
た
と
き
、
社
会
に
目
覚
め
た
気
が

し
ま
し
た
。
皇
国
史
観
の
中
、
ま
さ
に
軍

国
少
女
と
し
て
育
っ
た
私
は
、
敗
戦
か
ら

ど
う
立
ち
直
る
か
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
先
生
の
お
話
は
新
鮮
で
し
た
ね
。

瓜
生
　
私
は
、
物
事
を
決
め
つ
け
ず
「
そ

れ
は
な
ぜ
か
」
を
考
え
て
、
そ
の
先
の
好

奇
心
の
追
求
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
敗
戦

か
ら
学
び
ま
し
た
。

新
し
い
価
値
感
に
触
れ
、

社
会
に
目
覚
め
る

充
実
し
た
環
境
で
学
べ
る

こ
と
に
感
謝
し
て

今
日
を
生
き
て
ほ
し
い

　
　

最
後
に
、
福
岡
女
子
大
学
で
学
ん
で

い
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

浅
山　

私
た
ち
の
時
代
は
、
自
分
で
求
め

な
け
れ
ば
何
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
け

ど
、
今
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り

ま
す
よ
ね
。
こ
こ
で
学
べ
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

甲
斐　

女
子
大
や
女
性
リ
ー
ダ
ー
な
ど
と

区
別
し
て
語
ら
れ
る
の
は
、
ま
だ
男
性
と

同
じ
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
社
会

に
貢
献
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

瓜
生 

生
き
て
い
る
一
瞬
一
瞬
が
人
生
で

す
。平
和
は
自
然
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
守
る
た
め
に
、
ど
こ
か
で
誰
か
が

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。平
和
の
中
で
学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

浅
山　

私
は
天
津
で
女
学
校
時
代
を
過
ご

し
ま
し
た
が
、
学
徒
動
員
な
ど
で
ほ
と
ん

ど
勉
強
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
学

び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
兄
が
福
岡
に
い
て
、
進
学
を
勧

め
て
く
れ
た
の
で
受
験
し
た
の
で
す
。
校

舎
を
空
襲
で
焼
失
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

入
学
試
験
は
九
州
大
学
医
学
部
の
講
堂
で

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
　

生
活
科
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学

ば
れ
た
の
で
す
か
？

甲
斐　

倫
理
や
哲
学
な
ど
の
教
養
科
目
に

加
え
て
、
食
品
化
学
、
調
理
、
衣
服
、
生

理
学
と
い
っ
た
専
門
科
目
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
山　

家
政
学
部
の
前
身
の
よ
う
な
学

科
で
す
。
で
も
、
今
は
細
分
化
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
よ
う
な
学

科
で
し
た
か
ら
勉
強
は
大
変
で
し
た
ね
。

甲
斐　

そ
れ
に
、
３
年
間
で
終
わ
ら
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
50
分
１

コ
マ
の
授
業
が
一
日
に
６
時
限
と
か
７
時

限
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

（
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
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100周年に向けた教育改革100周年に向けた教育改革100周年に向けた教育改革
～多様性を学び、教育で一流の大学へ～

2 0 2 3年の10 0周年に向けて、

近年、教育改革に取り組み、

目覚ましい進化を遂げてきた福岡女子大学。

その教育改革を牽引してきた梶山千里学長に、

これまでの改革を総括してもらうとともに、

10 0周年に向けた

今後の取り組みについてお聞きしました。

本学がこれからも進化し続ける
ために、学生・教職員の皆さんの
一層の努力を期待します。

様
性
を
学
ぶ
こ
と
は
、
学
生
自
身
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
自
己
改
革
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

国
際
教
育
を
掲
げ
る
上
で
、
英
語
教
育

は
重
要
で
す
。
私
は
英
語
を
学
ぶ
の
で
は

な
く
、
英
語
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
新
し
い
英
語
学
習
法
の
一
つ
が

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
こ
れ
は
英
語
を
「
学
び
に
必

要
な
道
具
」
と
捉
え
、
全
て
の
学
生
の
必

修
科
目
に
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
習
熟
度

別
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終

了
時
に
は
、
英
語
で
行
わ
れ
る
授
業
の
受

講
や
英
語
に
よ
る
15
分
の
口
頭
発
表
、

２
，０
０
０
文
字
の
小
論
文
の
作
成
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
寮
内
で
は
、
毎
朝
１
時
間
日
本

語
を
使
用
し
な
い
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

タ
イ
ム
」や
、
月
曜
日
は
24
時
間
、
寮
内

で
日
本
語
を
使
わ
な
い
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
デ
イ
」
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
英
語
し
か
使
え
な
い
環
境
に
身

を
置
く
こ
と
で
学
生
の
英
語
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

学
長
と
し
て
就
任
さ
れ
て
以
来
、

本
学
の
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
改
革
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

2
0
1
1
年
に
従
来
の
学
部
を
再
編
し
、

「
国
際
」と
「
教
養
」
を
重
視
し
た
１
学
部

３
学
科
の
国
際
文
理
学
部
に
改
組
し
ま
し

た
。
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
一
緒
に
暮

ら
す
全
寮
制
教
育
や
、
学
生
の
国
際
性
を

育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
個
々
の
取
り
組

み
の
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
は

も
っ
と
大
き
な
捉
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

言
語
や
民
族
、
文
化
が
異
な
る
留
学
生

と
交
流
し
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
は
、
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
世
界
と

遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
大
き

な
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
感
動
こ
そ

が
、
よ
り
自
分
を
成
長
さ
せ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
が
、
今
よ

く
言
わ
れ
て
い
る
「
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
で
す
。

本
学
が
国
際
性
を
柱
と
し
た
教
育
制
度

に
変
更
し
た
こ
と
で
、
学
生
が
得
ら
れ
る

体
験
も
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
異
な
る
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多

多
様
性
に
触
れ
、

未
知
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
、

自
己
改
革
に
つ
な
が
る

短期留学生受入れプログラム

海外体験学習プログラム

梶山 千里
理事長・学長

1923⇒2011⇒2017⇒2023

ニュージーランド

インドネシア

台湾
タイ
ベトナムスリランカ

インド
バングラデシュ

フィリピン

ベルギー

イギリス

アイスランド
スウェーデン

ポーランド

中国 韓国

アメリカ

カナダ
ドイツ

福岡女子大学 交流協定校 世界19ヵ国・地域 30大学（学部） 2017年7月現在

特集

伝
統
を
守
り
、革
新
に
挑
む
。

福
岡
女
子
大
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

学長
インタビュー

　
　

国
際
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

19
カ
国
・
地
域
、30
の
大
学（
学
部
）と
交

流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
卒
業
ま
で
に
約

７
割
の
学
生
が
２
週
間
か
ら
１
年
間
の
海
外

留
学
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
質
の
高

い
学
び
を
得
る
た
め
、
協
定
を
結
ぶ
大
学

も
厳
選
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
よ
う
に
水

準
の
高
い
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い

る
大
学
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　

一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
留
学
が

難
し
い
学
生
も
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た

学
生
に
は
、
日
本
に
い
な
が
ら
海
外
留
学

を
疑
似
体
験
で
き
る
１
泊
２
日
の
「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
２
日
間
は
英
語

漬
け
で
す
。

高
い
水
準
の
大
学
だ
け
を

厳
選
し
て
交
流
協
定
を
結
び
、

海
外
留
学
を
推
進

創刊1 号記念
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今
後
、
文
理
統
合
教
育
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

文
理
統
合
教
育
と
は
、
文
系
が
理
系
を

学
び
、
理
系
が
文
系
を
学
ぶ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
文
系
が
文
系
を
学
ぶ
こ
と
も

あ
れ
ば
、
理
系
が
理
系
を
学
ぶ
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
要
は
自
分
の
知
ら
な
い
こ

と
を
知
る
こ
と
。
未
知
と
の
遭
遇
で
す
。

　

私
は
文
理
統
合
の
切
り
口
も
多
様
性
だ

と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
文

理
統
合
型
の
勉
強
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
か
自
ず
と
わ
か
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
専
門
分
野
以
外
の
知
識
を
得
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
偶
然
出

会
う
の
で
は
な
く
、
出
会
う
努
力
を
し
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
こ
と
を

経
験
し
て
、
死
に
物
狂
い
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
養
が
行
き
着
く

と
こ
ろ
は
、
創
造
性
で
あ
り
感
性
で
す
。

　
　
　

今
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
イ
ギ
リ

ス
の
教
育
専
門
誌「
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
「
T
H
E

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ 

日
本
版
２
０
１

７
」
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
48
位
、
国
際

性
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
７
位
に
選
ば
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
教
育
改
革
に
よ
る
成
果

だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
が
っ
た
の
は
、
個
々

の
努
力
が
結
集
し
た
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。私
は
学
生
の
皆
さ
ん
が
学
び
や
す
い

環
境
を
整
え
た
だ
け
で
、
実
際
に
動
い
た

の
は
学
生
や
教
職
員
の
皆
さ
ん
で
す
。ラ

ン
キ
ン
グ
が
上
が
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い

は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
る

こ
と
が
教
育
改
革
の
目
標
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。敢
え
て
厳
し
い
こ
と
を
言
う
な
ら
ば
、

結
果
だ
け
見
て
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な

く
、
学
生
と
教
職
員
の
皆
さ
ん
で
こ
の
改

革
を
継
続
で
き
る
制
度
と
内
容
に
す
る
努

力
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

文
理
統
合
教
育
と
は
、

文
系
理
系
に
こ
だ
わ
ら
ず

専
門
分
野
を
学
ぶ
こ
と

教
育
の
次
は
研
究
へ
。

将
来
は
福
岡
女
子
大
学
を

研
究
す
る
大
学
に

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
研

究
す
る
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
教
育
の
次
は
研
究
で
す
。
大
学

院
は
良
い
研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
良

い
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。
研
究
し
て
い
な

け
れ
ば
集
ま
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
が
良
い

研
究
を
し
て
そ
の
成
果
を
情
報
と
し
て
発

信
す
る
。
そ
れ
が
、
し
っ
か
り
し
た
良
い

大
学
院
を
作
る
源
に
な
る
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
教
員
は
、
独
創
性
の
あ
る
研
究

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
の
記
念
事
業
は
、
教
育
改
革

の
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
、
研
究
が
で
き
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
・
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

２
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
で
す
。
文
系
分
野

に
お
い
て
は
、「
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
」、
理
系
分
野
に
お
い
て
は
、「
国
際

フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
」（
両
セ
ン
タ
ー

と
も
仮
称
）。こ
の
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
教

員
を
配
置
し
て
文
系
、
理
系
、
各
々
の
研
究

を
推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
理
統
合
型
学
部
と
し
て
国
際

文
理
学
部
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
文

理
統
合
教
育
を
十
分
に
確
立
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
２
０
２
３
年
に
向
け

て
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
教
職
員
が
歩
調
を
あ
わ
せ

て
業
務
を
遂
行
す
る
教
職
協
働
の
仕
組
み

も
し
っ
か
り
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
長
は
、
感
性
を
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
学
長
が
思
わ
れ
る
感
性
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

 

「
哲
学
と
は
何
か
」
と
、
哲
学
者
の
鷲

田
清
一
さ
ん
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
鷲
田
さ
ん
は「
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、

良
い
こ
と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
哲

学
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
私
は
な
る
ほ

ど
と
納
得
し
ま
し
た
。
私
は
よ
く
「
感
性

と
は
何
で
す
か
」と
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
も
単
純
な
言
葉
に
す
れ
ば
、「
人
を

癒
す
、
人
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ
な
い
」
こ

と
で
す
。
電
車
の
中
で
化
粧
を
し
た
り
、

食
べ
た
り
し
て
い
る
人
を
見
て
あ
ま
り
良

い
気
持
ち
は
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
優
先
座
席

に
若
い
人
が
座
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、

良
い
気
持
ち
は
し
な
い
。
そ
ん
な
行
動
を

不
快
に
思
っ
た
り
、
恥
ず
か
し
い
と
思
う

心
を
養
い
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
図
書
館
で
使
っ
た
椅
子
を
元
に

戻
さ
な
い
学
生
た
ち
に
注
意
を
し
た
ら
、

次
の
日
か
ら
は
１
０
０
％
椅
子
を
元
に
戻

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
し
つ
け
」
が

で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
し
つ
け
さ
え
す

れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
能
力
は
あ
る
わ

け
で
す
。
感
性
を
育
む
た
め
に
は
、
教
養

や
創
造
性
も
必
要
で
す
が
、
し
つ
け
も
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
感
性
の
教
育

が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。　

感
性
の
教
育
は
、
人
の
心
を
傷
つ
け
な

い
、人
の
心
を
大
切
に
す
る
と
い
っ
た「
心

の
教
育
」
で
す
。
昔
は
、
大
学
に
教
養
部

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
人
間
性

や
感
性
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
今
は
そ
の

部
分
の
教
育
が
疎
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

感
性
を
た
ど
れ
ば
、
哲
学
や
倫
理
学
に
行

き
着
き
ま
す
。
こ
う
し
た
分
野
を
学
ぶ
こ

と
で
、
人
間
力
や
感
性
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
感
性
の
な
い
人
、

創
造
性
が
な
い
人
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ

て
も
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
ま
せ

ん
。
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
人
が
歩
い
た

こ
と
が
な
い
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
新
し
い
こ
と
を
考
え

ら
れ
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
こ
に
は
感
性
や
創
造
性
が
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
の
学
生

に
感
性
の
教
育
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

来
年
か
ら
感
性
の
授
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
授
業
な
の
で

し
ょ
う
か
。

本
学
に
は
現
在
も
感
性
の
授
業
が
あ
り

ま
す
が
、
音
楽
や
絵
画
と
い
っ
た
芸
術
分

野
を
感
性
と
捉
え
た
授
業
で
す
。
芸
術
は

感
性
の
一
部
で
す
が
、
私
が
思
っ
て
い
る

感
性
の
授
業
は
あ
く
ま
で
心
の
授
業
。
人

間
力
を
養
う
授
業
で
す
。

感
性
の
授
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
私
自
ら
九
州
大
学
の
感
性
の
授
業
を

聴
講
し
、
約
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
準
備

を
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
な
授
業
内
容

は
こ
れ
か
ら
決
め
ま
す
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
は
、
和
食
や
環
境
に
お
け
る
感
性
の

授
業
も
取
り
入
れ
て
、
本
学
の
特
長
を
打

ち
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集

伝
統
を
守
り
、革
新
に
挑
む
。

福
岡
女
子
大
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

学長
インタビュー

　
　
　

　
　
　

学
生
が
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ 

ム

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
れ
は
、
学
生
自
身
が
理
解
し
、
解
を

出
す
こ
と
で
私
が
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
例
え
れ
ば
、
私
は

メ
ニ
ュ
ー
を
見
せ
て
い
る
だ
け
。
そ
れ
を

見
て
何
を
選
ぶ
か
は
学
生
の
皆
さ
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
中
に
は
理
想
と
す

る
本
学
の
学
生
像
は
あ
り
ま
す
。
で
も
そ

れ
を
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
強
制
し
た
く
な

い
の
で
す
。
私
が
考
え
る
教
育
の
自
己
改

革
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
確
立
す
る
も
の
で

す
。
必
要
な
ら
１
年
く
ら
い
遅
れ
た
っ
て

い
い
ん
で
す
。
覚
悟
の
問
題
で
す
。
自
分

で
考
え
て
ベ
ス
ト
な
進
路
を
選
択
し
て
ほ

し
い
で
す
。
中
に
は
、
自
分
で
メ
ニ
ュ
ー

を
つ
く
っ
て
く
る
学
生
も
い
ま
す
よ
。「
国

連
女
性
の
地
位
委
員
会
」
の
イ
ン
タ
ー
ン

に
本
学
の
学
生
が
２
年
続
け
て
参
加
し
て

い
る
の
が
良
い
例
で
す
。
自
分
の
意
見
を

持
っ
て
、
行
動
で
き
る
学
生
も
育
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

最
後
に
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
教
育
で
一
流
大
学
に
な
る
こ
と

ランキング指標

総合ランキング

教育リソース

教 育 満 足 度

教 育 成 果

国 際 性

順 位

48 位

105位

70 位

121位

  7  位

スコア

59.8

48.6

73.6

42.7

85.7

※「THE世界大学ランキング 日本版」は、
イギリスの高等教育専門誌『Times 
Higher Education【THE】』がベネッセ
グループの協力のもと作成したもので、
THEが今後力を入れる国別の大学ラ
ンキングとして、日本版はアメリカ版に
次いで2カ国目。

　

そ
れ
か
ら
、
２
０
１
１
年
度
は
、
本
学

は
新
し
い
大
学
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、

古
い
組
織
を
入
れ
替
え
て
教
育
改
革
を
行

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
生
じ
た
歪
み
も

１
０
０
周
年
で
一
掃
す
る
予
定
で
す
。

　

最
後
に
楽
し
い
話
も
し
ま
し
ょ
う
。
本

学
に
女
子
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
結
成
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
女
子
大
で
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
つ
く
る
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
発
想
で
す
。
九
州
産
業
大
学
や

九
州
大
学
に
協
力
い
た
だ
き
、
60
名
程
度

の
楽
器
編
成
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
０
０
名
の
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

抱
え
る
九
大
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
20
名
程
度
は
本
学
の
学
生
で
構
成
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
練
習
は
九
州

産
業
大
学
で
行
う
予
定
で
す
。指
揮
者
は
、

九
州
交
響
楽
団
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
九
州
産
業
大
学
と
の

間
で
分
担
金
の
話
も
進
ん
で
い
ま
す
。
楽

器
も
購
入
し
始
め
て
お
り
、
２
０
２
０
年

頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
寄
付
金
の
協
力
も
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「THE世界大学ランキング 日本版
2017」における福岡女子大学

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

本
学
が
さ
ら
に
進
化
し
続
け
る
た
め
、

学
生
・
教
職
員
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
努
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※

「
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会（
C
S
W
）」は
、国
際
問
題
、女
性
問
題
、

国
連
に
関
心
を
持
つ
、あ
る
い
は
将
来
そ
の
方
面
で
活
躍
し
た
い
と

願
う
若
い
女
性
を
支
援
す
る
目
的
で
、毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
か
ら

人
間
力
を
育
む

感
性
の
授
業
も
ス
タ
ー
ト

創刊1 号記念
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特集

伝
統
を
守
り
、革
新
に
挑
む
。

福
岡
女
子
大
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

改革と
創立100周年
事業と

その後の構想
福岡女子大学は継続的な発展を目指して、ユニークな改革を展開しています。

国際文理学部へ改組以降の改革創立100周年事業と
その後の構想

100周年を迎えるにあたって、100周年後の未来に向
けた将来構想を発表。

● 100周年とその後の将来ビジョンの共有
実社会での体験を通して、自主性や社会適応能力を身に
つけることを目的とする体験学習。国内外多数のプログラ
ムを用意し、学生の学びの幅を広げる。

日本文化の根源を成す「能」を通じて創造性と感性を育む
機会を提供。　※今年度の開催報告を15ページに記載

地域やアジア・世界の女性に開かれた交流拠点としてのキャンパスを整備。
（2010～2017年度まで8年をかけて整備）

教職員委員会、寮委員会、百周年準備のための部会など、
大学の運営に学生が直接参加することで、学生目線のア
イデアの採用や学生への社会経験の場を提供。

社会人学び直し大学院プログラム「イノベーション創出力を
持った女性リーダー育成プログラム」の開講や、福岡県事業
の「女性トップリーダー育成研修」に参画するなどし、女性
リーダー育成のノウハウを蓄積。 
※今年度の「イノベーション創出力を持った女性リーダー育成プログラム」の
　開講についての報告を15ページに記載

●体験学習の導入

●学生が大学運営に参加

学生アンケートによる意識調査において、本学の教育の
特徴である「チームワーク・リーダーシップ」「コミュニケー
ション力」「外国語運用能力」を本学の教育の中で伸ばせ
ると実感している学生が大幅に増加。

●本学で伸ばせる能力の実感に変化

●社会人を対象とした
　 女性リーダー育成事業の実施

社会人の感性・創造性の育成に向けたシニア中心の生涯
学習カレッジを開講。　※今年度の開催報告を15ページに記載

●「生涯学習カレッジ」を開催

「女性リーダーシップセンター」「国際フードスタディセ
ンター」（両センターとも仮称）を設立。

●２つの研究センターを設立

文理統合型コース・副専攻の拡充、大学院では研究の
充実を推進。

●文理統合型教育・研究のさらなる推進

教員と職員とが目標を共有し協働して業務を遂行する
「教職協働」を促進。

「THE世界大学ランキング日本版2017」において、総合
ランキング48位、国際性7位を獲得。さらなる向上を目
指し改革を継続。

●教職協働の促進

●福岡女子大学オーケストラを結成

●世界大学ランキングの向上

｜女性リーダーの育成｜

建学の精神 「次代の女性リーダーを育成」

●女子大美術館の設立

●「薪能」を開催

｜感性教育｜

2017年度、在籍する正規留学生は8ヵ国・地域101
名。学部・大学院に所属する学生の約10人に1人が
留学生。

●正規留学生（学部・大学院）の多国籍化

日本の若者文化を英語や日本語で学ぶ短期留学生
向けプログラム。2017年度は、春季17名、秋季23名
が在籍。

■短期留学生受け入れプログラム（WJC）

正規留学生のほかに海外交流協定校から短期留学
生・交換留学生あわせて年間50名ほどの留学生が
本学で学ぶ。

●海外交流協定校からの留学生の受け入れ

■交換留学

｜キャンパスの国際化｜

少人数習熟度別でおこなう学術英語プログラム
（AEP）を入学後２年間集中的に学ぶ必修科目（１
５単位）として実施。2,000語程度の英語の論文が
書け、15分間英語でプレゼンテーションできる英語
力を身につける。また、2年間で計5回以上のTOEFL
テストを受けることで、英語力向上の目標の設定と
確認をおこなう。

●入学後2年間で英語力を強化
｜英語教育の充実｜

インターナショナルラウンジ等で学生が自主運営
する「Language café」では、英語・ドイツ語・フラン
ス語・中国語・韓国語・ベトナム語・インドネシア語
（7言語）による学生同士の交流が、活発におこなわ
れている。

●日常のキャンパス内が国際交流の場

2017年度、本学に所属する外国籍の教員比率は約
15％。

●高い外国籍教員比率

日本人学生は初年次の1年間、外国人留学生は4年間
の全寮制制度を導入。留学生と日本人がともに暮ら
すことで異文化への理解力と国際感覚を身につける。

毎週月曜日に行う学生の自主企画による全員参加
型の寮活動やチーム活動を通し、社会性やチーム
ワーク力を培う。

●外国人留学生とルームシェア

●寮での教育プログラム

毎朝１時間の「English Time」、週一回の「English 
Day」を実施。英語を使って寮生活を送ることで自
主的に英語力の向上を目指す。

●「English Time」と「English Day」

学生から選抜されるフロアリーダーやなでしこメイト
（２年生）など、学生自身が寮の運営や活動方針決定
に関わることで、リーダーシップと自主性を発揮。

●学生による寮運営への参加とリーダーシップ

｜全寮制教育｜

短・中・長期の海外留学を、学生の約7割が卒業ま
でに経験。

●卒業までに約7割が海外留学を経験

本学学生への国内留学疑似体験を目的に、「English 
Village」を開催。期間中は日本語使用禁止。

●奨学金制度
本学独自の留学奨励金やJASSO（日本学生支援
機構）より最近５年間で約３億円の支援を獲得す
るなど、各留学プログラムへの支援体制を充実さ
せ、留学のチャンスを広げる。

● English Village

｜留学支援｜

学生の留学や長期学外学修への参加を容易にし、
授業を集中的・効果的に学ぶことを目的にクオー
ター制を導入。

｜クオーター制（4学期制）の導入｜

● 同済大学  （中国） ● 大連大学  （中国）
● 東亜大学校(韓国) ● 釜山外国語大学校（韓国）

● 理論的思考力
● チームワーク・リーダーシップ力
● コミュニケーション力
● 外国語運用能力
● 学問力

2017年7月現在の在籍者数／8名

国際化教育の多様性

スリランカ 
「Exploring“Development”」 
プログラム

 

「本学で伸ばせる能力」について  2012年と2016年におけるポイント差
 

プログラム
交換留学（中・長期）
語学・文化研修（短期）
海外体験学習（短期）
その他（短期）

研修国・大学数
9ヵ国・地域/11大学（学部）

8ヵ国
3ヵ国
1ヵ国

参加者数
22名
81名
55名
  5名

163名

留学実績（2016年度出発）

English V
illage● 2018年度前期より「感性」についての授業開始

創刊1 号記念

2017年度 プログラム数
国内１０、海外３

教育プログラム日程（基本）
時間割

  7：40～
  8：40

寮全体
活動

19：00～
20：00

月 火 水 木 金

イングリッシュ・タイム （ユニット単位）

合計

国・地域
中国
韓国
ベトナム
マレーシア
タイ
アメリカ
インドネシア
台湾

2011年
22名

2012年
18名
  2名

2013年
12名
  2名
  1名

2014年
17名
  2名
  1名
  1名

2015年
12名
  2名
  2名
  

2016年
10名
12名
  4名
 
 1名
 1名

2017年
 6名
 5名
 1名
 1名

 1名
 1名

学部留学生の国別入学者推移   

たこやきパ
ーティ

本
学
は
、２
０
１
１
年
に
国
際
文
理
学
部
へ
改
組
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
よ
っ
て
大
学
力
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、1
0
0
周
年
と
そ
の
後
に
向
け
た
将
来
構
想
を
掲
げ
、

継
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

交換留学／ルーヴァン大学 （ベルギー） 
 

海外体
験学習

／カリフ
ォルニア

大学 デ
イビス校

 （アメリ
カ）　

 

日常における志・感性教育、精神文化の醸成への活用を目
的に美術館を設立。  
また、美術館を活用し、アートマネジメント能力を備えた人
材育成事業を開催。 

＋ 11.5
＋ 24.1
＋ 16.0
＋ 37.5
＋ 13.8

22.8
34.4
62.5
66.1
24.1

11.3
10.3
46.5
28.6
10.3

2012年 2016年 差（ポイント）
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events

7月30日（日）、「2017夏のオープンキャンパス」を開催しました。
学生広報サポーターの熱心な活動の成果もあり、今回も、
高校生や保護者など、多くの方にご来場いただきました。

■来場者数　2,095名（高校生・保護者・高校教員等含めた総数）
■スタッフ数　教員 約70名
　　　　　　  職員 約50名
　　　　　　  学生広報サポーター 139名
 

■イベント内容
「大学概要説明会」「学科概要説明会」「模擬授業」「研究室見学
ツアー」「キャンパスツアー」「寮見学ツアー」「個別相談会」「留
学生交流会」「Enjoy!なでしこLIFE（なでしこメイトによる寮生
活紹介）」「図書館見学」「サークル紹介」「留学支援・国際交流説
明会」「保護者向け特別企画 就職支援説明会」など

F W U N E W S

学生広報サポーターが“コンシェルジュ”として活躍しています。
2017.7.30

2009年から広報サポーターとして、学生もオープン
キャンパスの運営に参加しています。最初は私たちの指示
どおりに動くだけでしたが、誘導係から「コンシェルジュ」
と呼び名を改め、相手のことを想像して動くように促す
と、学生の行動が少しずつ変わってきました。また、2015
年にリーダー制度を導入してからは、学生リーダーに現場
を指揮させ、その結果、皆がより主体的に動くようになっ
ていきました。おかげさまで来場者数も増えており、今で
は学生が大きな戦力となっています。
また、高校生のアンケートを見ても、広報サポーターが

一番印象に残っているようで、彼女たちの活き活きとした
姿を見て、本学への入学意欲を高める高校生も多いようで
す。学生もこの活動による小さな成功体験の積み重ねが
自信となり、人としても成長してくれています。
今後学生には、他の広報活動にも、積極的に参加しても

らいたいと考えています。

高校生の笑顔を見ると、役に立って良かったと思います。
オープンキャンパスでは「コンシェルジュ」として、主に

来場された高校生や保護者の皆さんをご案内していま
す。会場では、来場者の皆さんが不安にならないよう、で
きるだけこちらから声を掛けるように心がけています。
終わった後には、毎年反省会を開き、改善する工夫をし

ています。今年は、名前や出身校を書いた名札とは別に、
所属するサークルなど、自分たちのアピールポイントを書
いた名札を作り、来場者の皆さんに声を掛けてもらいや
すいしかけをつくりました。
また、近年はオープンキャンパスのなかで、来場者の皆

さんと留学生との交流会を企画していて、留学に興味を
持つ高校生の方などに大変好評をいただきました。
笑顔でお礼を言ってもらえると嬉しいですね。私たちも

広報サポーターとして活動することでリーダーとしてのス
キルが身に付くなど、多くのことを得られています。

学部・大学院全学生1,083名のうち13％が参加
韓国・中国・アメリカ・ベトナム・マレーシア・台湾・イ
ンドネシア・タイの8カ国17名の留学生（学部留学
生・WJC留学生・交換留学生）もスタッフとして参加

■ 組織体制
2015年度から実施。今年度１年生6名、2年生2名、３年生3名の11名
■ 主な活動
① オープンキャンパス、キャンパス見学＆相談会の企画運営
② 学内広報誌「glover」の制作
③ 広報サポーター募集活動
④ 広報サポーター全体ミーティングの実施
⑤ 大学広報全般への協力

2017 夏のオープンキャンパスを開催しました。

広報サポーターインタビュー

広報サポーターリーダー組織

左から 武下 早織さん（１年）

ディッキー・ソフィア・ハナさん（2年）

尾形 凛さん（3年）

樗木 由季子さん（１年）

水津 茉佑子さん（１年）

2017年度 
広報サポーターリーダー

Open campus repor
t

Open campus repor
t

福岡女子大学 広報誌　

オープンキャンパスレポート

□ 各学科コーナー
□ 学術英語プログラム（AEP）コーナー
□ 体験学習コーナー
□ 過去問題閲覧コーナー

□ 入試コーナー
□ 就職支援コーナー
□ 国際交流・海外留学コーナー
□ 大学院コーナー

□ 外国人留学生相談コーナー
□ 寮・サークル・奨学金コーナー
□ 在学生相談コーナー

終日開催
9:20～16:00個別相談コーナー

20分

30分

20分

大学の沿革や、国際文理学部
の7つの特色について説明し
ます。

大学概要説明会

国際教養学科
環境科学科
食・健康学科

学術英語
プログラム
（AEP）

L I F E

留学生
交流会

9:00 10:00 11:00 14:0013:00 16:0015:0012:00

各学科の特色や、コース内容
について説明します。

各学科説明会
（時間は各学科共通）

国際教養学科、環境科学科、
食・健康学科の各学科・コー
スごとに授業を開催。更に学
術英語プログラム（AEP）も
授業を開催します。

模擬授業

30分

寮生活についての在学生プ
レゼンや、本学の留学生と楽
しく外国語で会話するプロ
グラムを開催します。

寮生活プレゼン&
留学生交流会

授業時間・講義名について
は下記の「模擬授業内容」
をチェック！

① 10:30～11：00 ② 11:40～12：10

③ 12:20～12：40 ④ 13:50～14：10① 10:00～10：20 ② 11:10～11：30

③ 13:10～13:30

③ 12:50～13：20 ④ 14:20～14：50

① 9:45～
10：15

① 10:00～
10：30

② 11:00～
11：30

③ 12:00～
12：30

④ 13:30～
14：00

⑤ 14:30～
15：00

⑥ 15:30～
16：00

② 11:00～
11：30

③ 12:15～
12：45

④ 14:00～
14：30

⑤ 15:15～
15：45

①
10:00～
10:30

⑥
12:30～
13:00

⑩
14:30～
15:00

⑨
14:00～
14:30

⑦
13:00～
13:30

⑧
13:30～
14:00

④ 14:40～15：00

②
10:30～
11:00

③
11:00～
11:30

⑤
12:00～
12:30

④
11:30～
12:00

① 9:20～9:40 ② 10:30～10:50

プログラム・スケジュール ※実施内容は変更になる場合もあります。
※午前中は大変混み合いますので、お昼頃からの参加をおすすめします。

江良 琢巳
入試・広報・キャリア支援センター
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101

139

オープンキャンパス
学生スタッフ数
及び来場者数推移

今年企画した
広報サポーターの
アピールポイントを

書いた名札

OC学生スタッフ数
8年で5.8倍！

OC来場者数
8年で3.1倍！

http://www.fwu.ac.jp/
検索

福岡女子大学

詳しくはホームページで

〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘1-1-1 

 Tel.092-692-3100（直通）　Fax.092-692-3219

入試・広報・キャリア支援センター

お問い合せ

■ 西鉄電車(貝塚線)／西鉄香椎駅から徒歩約12分、香椎花園前駅から徒歩約10分

■ JR九州(鹿児島本線)／JR香椎駅から徒歩約15分

■ 西鉄バス／天神（郵便局前)から都市高速経由の21A・26Aで約15分（福岡女子大前）下車 

ダイレックス
ダイレックス

福岡女子大前バス停

 

 
 受付9：00～（随時） 9：20～16：00

20177月30日㊐  
■ 大学概要説明会■ 各学科説明会■ 模擬授業■ 研究室見学■ 個別相談コーナー　（入試・留学・在学生相談など）

最寄駅からのアクセスマップ

■ 外国人留学生との交流会■ 寮見学ツアー＆在学生プレゼン
■ キャンパスツアー■ 保護者向け就職支援説明会
■ 留学支援・国際交流説明会

 

 
Open Campus夏のオープンキャンパス

午後からの参加もOK！
主な
プログラム内容
（予定）

申し込み不要

入退場自由

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

（人）

（年）

（人）
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2017.7.30
      - 8.13

international 

7月11日（火）に、2017年秋季から半年間または1
年間の交換留学に出発する学生の、出発式を開催し
ました。
多くの教職員や本学学生も出席したこの式では、
19名の交換留学生たちが、1名ずつ留学中の学習目
標や抱負を発表しました。続いて、交換留学経験者が
自身の留学体験を語り、良いアドバイスとなりました。
式の最後には、副学長が激励のメッセージを送り、
交換留学生にとっては改めて留学へのモチベーション
を高める機会となりました。

F W U N E W S

2017年 秋季出発交換留学出発式を
開催しました。

2017.7.11

EATプログラムは梨花女子大学校（韓国）、マヒドン大学
（タイ）と本学の3大学の共催でアジアの食文化について幅
広く学ぶプログラムです。2017年度は、総勢31名の学生が
参加し、第1週目をマヒドン大学で、第2週目を本学で実施
し、さまざまな講義や体験を通して学びを深めました。
今年のテーマは【屋台(street food)】。屋台に慣れ親しんだ
3国を比較したり、実際に体験したりすることで、新しい視点
で学ぶ良い機会となったようです。また期間中、共に寮生活
をすることで、参加者同士の交流を深め、お互いの文化を理
解する貴重な機会となりました。

EAT2017（アジア食文化プログラム）が
開催されました。

私はこのプログラムで、タイ、韓国の学生とともに2週間を
過ごし、言語も文化も違う人々との生活の中で、講義で学ぶ
内容だけではなく、多くのものを得ることができました。講義
やグループ活動を通して、国境を越えてたくさんの友達がで
き、日本人の学生同士もより仲を深めることができました。
特に、母語の違う友達とコミュニケーションをとるために
不可欠だった英語は、実際に言葉にして使うことで上達する
ものだと感じました。このプログラムに参加して、もっと英語
を使って外国のことについて知りたいと感じ、また、日本のこ
とも知ってもらいたいと思いました。英語力をはじめ日本につ
いての知識など、自分に足りないものを身に付け、今後につ
なげていきたいです。

本学のイニシアティブによる「ASEAN-EU域内大
学コンソーシアム福岡（CASEUF）」のメンバー10大
学（本学含む）から32名の学生を受入れ、8月1日（火）
～8月12（土）までの2週間、サマープログラムを実施
しました。参加学生の出身国は10カ国に亘り、学生た
ちには国境を越えて篤い友情を育む有意義な夏とな
りました。
このプログラムはすべて英語で実施され、講義はメ

ンバー大学であるルーヴァン大学（ベルギー）とアテネ
オ・デ・マニラ大学（フィリピン）の教授が担当しまし
た。本学学生にとっては、国際的な環境の下で学ぶ、
貴重な学内留学体験となりました。

international 

7月19日（水）に、WJCプログラムの自主研究発表会
を開催し、WJC留学生が昨年9月から約1年間、日本
に関して興味のあるテーマのもと研究を行った結果を
発表しました。テーマは「食文化」「ジェンダー」「福岡
の祭り（博多祇園山笠等）」など、多種多様。発表は日
本語と英語で行われました。
そして8月3日(木)には、WJCプログラム2017年度

春学期の閉講式を挙行しました。
修了生は約１年間、日本現代文化や博多の歴史など

について学び、寮では学部生と共同生活をしながら交
流を深めてきました。留学生は母校に戻りますが、今後
は本学の親善大使として、世界中で活躍してくれるこ
とを期待しています。
9月には新たに23名のWJC留学生を迎えます。

WJCプログラムのさらなる発展が本学の国際化を後
押しします。

WJCプログラム自主研究発表会および 2017年度
春学期 WJCプログラム閉講式が行われました。

2017.7.19 
          8.3

CASEUF 国際教育サマープログラムを
実施しました。

2017.8.1
       -8.12

EAT2017参加学生レポート

才田 真寧さん

食・健康学科1年

WJC = The World of Japanese Contemporary Culture Program

●福岡に留学した1年間の思い出を教えてください。
正直にいうと、留学する前に、福岡のことについてほとんど何も知りませんでし
た。実際に来てみると、交通機関が便利だし、人々が親切で、食べ物もおいしい。
留学の間、日本中いろいろなところを訪問しましたが、福岡が最も気に入っている
街です。
留学の間よく出身国を聞かれ、「ベルギーです」と答えたら、「あ、チョコレート
の国ですね」とか「ビールがおいしいですね」という返事が多かったんです。ベル
ギーは小さい国で、そんなに知られていないと思っていたから、チョコレートと
ビールが知られているのは、とても嬉しかったです。
福岡女子大学は、あまり大きくないですが、だからこそ心地のいいところだと思
います。キャンパスが綺麗だし、カフェでのんびりしたり、図書館もとても雰囲気
のいい場所だから、1年間ここで過ごせたことはとても楽しい思い出です。

メネンス・エリン（Mennens Eline）さん
ベルギー ルーヴァン大学出身

WJC留学生インタビュー
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5月29日（月）に、本学大学会館において、「第二回福岡女子大学薪
能」を開催しました。これは、福岡女子大学美術館創設を始めとする
「感性教育」の一環として、本学国際学友寮 なでしこで生活する留学
生や1年生を中心に、地域の方や卒業生もお招きして行ったものです。
当日は、今井明副学長、江島玲子同窓会副会長、花田茉依香さん

（国際教養学科1年）、胡越児さん（環境科学科1年）による火入れ式も
行われ、会場は厳粛な雰囲気に包まれました。
また、人間国宝 山本東次郎氏による狂言「素袍落」や観世喜正氏に
よる能「土蜘蛛」が上演され、約400名の参加者は約2時間にわたり華
麗な舞を堪能しました。

outreach

5月20日（土）に「福岡女子大学生涯学習カレッジ
2017」を開講しました。
大学キャンパスの他、学外をフィールドとし、“住民
と大学が共に学ぶアクティブな学習の場”として、学
びの中に「遊び心」を取り入れた本プログラムは、今年
で3年目を迎えました。
本年度も「感性」を学習の柱とし、前半7回は「文化
芸術と地域の歴史」、後半6回は「食文化」をテーマ
に、受講生の方々は大学の講義にとどまらない学外で
の学びを体感しています。

生涯学習カレッジ2017を開講しました。

5月13日（土）社会人学び直し大学院プログラム「イ
ノベーション創出力を持った女性リーダー育成プログ
ラム」が開講しました。
講座は、他者を巻き込み推進していく力でもある、
ファシリテーション力を身につけるモジュール1、創造
性を磨いてデザイン思考実践のアプローチで課題を
創出・設定し、アイディアを共有しながら持続的に実
現可能な環境や仕組みを練り上げるモジュール2、受
講生自らが持つ課題をイノベーション実践プランとし
て作り上げるモジュール3の3つのモジュールから成っ
ています。
ワークショップデザインとファシリテーションの短
期集中講座も昨年に引き続き開講。今年度より男性
も受講可能になりました。ぜひホームページ（「福岡　
学び直し」で検索）をチェックしてください。

学び直し大学院プログラム第３期が開講しました。2017.5.13

2017.5.20

2017年度福岡女子大学
アートマネジメントアドバンス講座が開講しました。

2017.6.24

2017.6.29

2017.7.29

第二回
福岡女子大学薪能を
開催しました。

2017.5.29

F W U N E W S

7月29日（土）にかしいかえんで開催された「第25
回香住丘校区夏まつり」に、留学生を含む学生たちが
浴衣姿で参加しました。これは、香住丘公民館を始め
とした校区の皆さまのご厚意で、浴衣の貸出・着付を
していただいたものです。また当日は、抹茶とお菓子も
ご提供いただきました。
会場では、ステージイベントの司会を本学放送サー

クルが担当した他、合唱同好会がステージ出演、1年
生が受付や抽選会などのお手伝いをさせていただき
ました。これからも香住丘校区の一員として、校区のイ
ベントに参加・協力し、地域の皆さまと交流を深めて
いきたいと思います。　

outreach 

6月24日、福岡女子大学美術館の資源の活用を図る人材育成を目的と
した「2017年度 福岡女子大学美術館アートマネジメントアドバンス講座」
が開講しました。
前半（6～9月）はアートマネジメントのスキルアップのための発展実践を
目的としています（全5回）。受講生たちが2つのグループになり、福岡女子
大学美術館所蔵作品を活用した企画を立案し、8月にそれぞれ企画を実施
しました。
企画立案にはじまり、招聘する講師との交渉や参加者の募集など、受講
生たちにとって、アートマネジメントを学ぶ大きな機会になりました。

香住丘校区夏まつりに参加しました。

6月29日（木）に、日本国際連合協会福岡県本部と
共催で、国連講演会を開催しました。
本講演では、人道支援課事務官の田北多絵氏に、

昨年初めて開催された世界人道サミットを含む、近年
の人道支援をめぐる国際社会の状況と日本の取り組
みについて、お話しいただきました。
講演後も、出席者からたくさんの質問がなされ、活

気のあふれる講演会となりました。

「人道支援」をテーマに国連講演会を開催しました。

① 8月18日（金）
　 19：00～21：00

受講生実践企画
「出会いは
  夜の美術館だった」

② 8月19日（土）
　 13：00～15：00　

受講生実践企画
「未来へのおくりもの 
  いこうよ＊びじゅつかん 
 えんげき編」

▶ ▶
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福岡女子大学 国際化推進基金 ご寄附の状況
（2017年8月末日現在）

academic  life

F W U N E W S

■ 日本繊維製品消費科学会年次大会 2017.6

■ 第 30 回初心者のための九州フランス語コンクール 2017.7.2

　2017年6月に京都で開催されました日本繊維製品消費科学
会年次大会において、学会賞論文賞を受賞しました。対象にな
りました論文は、医療用ユニフォームに対する評価を色彩やデ
ザインの側面、さらには着用者やそれを取り巻く人々に与える
心理効果の側面から多角的に検討したものです。実際の医療
現場において実験を実施して効果の検証を行ったことから、得
られた成果は、医療現場におけるユニフォーム開発に貢献する
ものとして、その有用性及び活用性を評価いただきました。本
研究を進めるにあたりまして、ご協力いただきました病院関係
各位ならびに患者の皆様に心より感謝申し上げます。この賞を
励みに日々精進して参りたいと思います。

1年生からフランス語を勉強していましたが、最
初は決して得意ではありませんでした。しかし、取
り組むうちにもっとフランス語が好きになり、自信
もついてきました。この経験を誇りに、これからも
フランス語の勉強に励みたいと思います。

スピーチコンテストの練習では発音や質疑応
答の対策をしました。そのおかげで自分の発音も
大きく変わりフランス語の学習の意欲を高めるこ
とができました。丁寧な指導をしてくださった先
生方、支えあって練習をした先輩のおかげで大き
く成長することができ、素敵な経験となりました。

フランス語スピーチコンテストで入賞

日本繊維製品消費科学会 学会賞論文賞を受賞して

庄山 茂子教授

環境科学科

■ 第33回 読売女流書法展 2017.6.27-7.2

　入学当初、先輩方の躍動感ある作品を見て感動し、書道部
に入部しました。初心者として入部し、草書や行書の書き順や
どこまでが一文字かもわかりませんでしたが、練習を重ねて四
年目の今年、読売女流書法展で「秀逸」を受賞することができ
ました。
春に選考が行われるので、杜甫の「春夜雨喜」という漢詩を選
び、お手本をもとに自主練を重ね、春休みに顧問の先生のもと
を訪ねて、一日かけて応募作品を仕上げました。受賞を願って
いましたが、予想よりも良い評価をいただき、今までの練習の
成果が表れたので、本当に嬉しかったです。

読売女流書法展で「秀逸」を受賞

執行 みゆきさん国際教養学科２年 上野 瑠音さん国際教養学科３年

小栁 里奈さん

国際教養学科４年

7月2日（日）にアンスティチュ・フランセ九州で行われた「第 30 回初心者のための九州フランス語コンクール」で
執行みゆきさんが5位、上野瑠音さんが9位に入賞しました。

〒813-8529 福岡県福岡市東区香住ヶ丘１-１-１
Tel. 092-661-2411（代表）  Fax. 092-661-2420
E-mail   fukujokikin@fwu.ac.jp

福岡女子大学 
国際化推進基金に関する

お問い合わせ先

公立大学法人福岡女子大学
福岡女子大学 国際化推進基金事務局　

I N F O R M A T I O N

福岡女子大学は、学生に喫煙習慣を持たせない

こと、また、教職員の喫煙による健康被害を防止

することを、大学としての責務と考え、新キャンパ

スの整備が完了する2018年4月から、キャンパ

ス敷地内を完全禁煙とすることを宣言し、教職

員・学生など、全構成員を挙げて、この実現に取

り組んでまいります。

      

年　度    寄附件数 寄附金額 

2017年度　          83件          　 1,184,000円

総　計　       1,475件        36,785,000円

 「福岡女子大学 国際化推進基金」についての詳しい情報については、
大学ホームページをご覧いただくか、下記のお問い合わせ先までご連
絡をお願いします。

　2011年4月の新学部（国際文理学部）の発足に伴い、その教育理念をより強力に実現するため、大学の国際化を積極的に推進するこ
とを目的とした「福岡女子大学 国際化推進基金」を創設し、2010年12月から寄附金の募集を開始しております。
　これまでに、本学卒業生の皆様を始めとして多大なご協力・ご支援を賜っており、ご寄附をいただいた皆様に厚くお礼申し上げます。
　本号では、2017年3月1日から8月31日までにご寄附を頂いた皆様のうち、掲載についてご了解を頂いた方々のご芳名、寄附金額をご

紹介させていただきます。
　今後とも、ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

「福岡女子大学 国際化推進基金」ご寄附へのお礼とお願い

木村  德子 様 （1）
※（　）内の数字は、累計寄附回数（回目）です。      

※総計は2010年度から2017年度まで      

キャンパス完全禁煙宣言

●5万円以上30万円未満 

久保山君枝様 （7）    山﨑二三代様 （6）     櫻井  純子 様 （3）      谷川多恵子様 （3）

●5万円未満

※（　）内の数字は、累計寄附回数（回目）です。      

様 （7）

様 （6）

様 （6）

様 （7）

様 （2）

様 （4）

様 （1）

様 （4）

川北テル子
新開 章司
中島千代子
矢部千壽子
小倉 茂美
江頭 勝子
豊福  直子
宮田三佐枝

政野 照子
元岡美知子 
前田 幸美
坂田 正子
八木  良子
石橋千穂子
諫山 安恵
矢野芙美子

緒方 明子
福永 洋子
竹元 明子
赤木多紀子
諸富美那子
早渕 仁美
後藤 禮子
吉岡  紋子

宮藤千鶴子
甲 斐 千 里
山 本 ルミ
藤田美奈子
小林タミ子
飯 田 裕 子
神尊恵美子

様 （4）

様 （2）

様 （3）

様 （2）

様 （4）

様 （3）

様 （1）

様 （5）

様 （1）

様 （1）

様 （5）

様 （7）

様 （3）

様 （2）

様 （6）

様 （4）

様 （2）

様 （2）

様 （3）

様 （2）

様 （3）

様 （1）

様 （1）

1．お名前・寄附金額の掲載についてご了解いただいたご寄附者様

2．お名前のみの掲載についてご了解いただいたご寄附者様
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